
NACH BACH  I-XXIV for piano (2004) より抜粋
委嘱：田崎悦子ピアノリサイタルシリーズ ~NACH BACH~
世界初演：2004年9月&11月（東京文化会館）

突き抜けた個性と創造的スピリットを持ち合わせた音楽家、田崎悦子さん(ピアニスト)と
の出会いによって、全24曲70分の『NACH BACH』 を作曲することになった。田崎さん
とは2001年頃から、草津、ニューヨーク、東京、八ヶ岳などあちこちで、折に触れて濃い
時間を共にした。

田崎さんは J.S. Bachの『平均律クラヴィーア集』を敬愛し、2004年のリサイタルシリーズ
でプログラミングするにあたり、日々アイデアを練っていた。そしてある日 「『平均
律・・』に関係する作品を作ってほしい」、とリクエストを受けた。

私は『平均律・・』第一集の各曲の、プレリュードかフーガのいずれかを任意で選び、各
主題の音組織を全く自由に並び替えることで、各曲に対応する全24曲を作曲することにし
た。特殊奏法を予め禁止されたので、ピアノという楽器は、当然ながら「12の音高」から
逃れられない、いわば古典楽器となった。そこで様々考え抜いた末、音高から逃れられな
いなら、敢えて音高を主役に作曲しようではないかと決めた（それで『平均律・・』の各
曲の主題音列を並び替えるという手段をとった）。収録のアコーディオン独奏曲　　
『BOOK I』の作曲時もそうだったが、私にとって、音高が支配的ポジションを占める楽器
での独奏曲作曲は極めて難しい。いくら組み合わせが無限にあるとしても、音高から逃げ
られずに音楽の中身そのものを新たに創造することは至難である。逃げ場は一切ないの
だ。

各曲は、私が影響を受けてきた、主に芸術関係者へのオマージュとして作られていて、演
奏者と聴衆が、それらオマージュの人々と間接的に出会うことを意図した。オマージュの
人々の個性が、私に与えてくれたインスピレーションは計り知れない。そしてありったけ
の力で、真剣に、とことん遊んだ作品となった。

全24曲から抜粋で7曲を収録。私の三人の恩師、美加理(俳優)、ル・コルビジェ(建築家)、
そして廻とフッソングへのオマージュを選んだ。


